
むつ市議会議会報告会及び市民との意見交換会報告書 

 

報告会名称 第４回 むつ市議会 議会報告会及び市民との意見交換会 

 （ 第３班 ） 

開催日時 平成２８年１１月 ５日（土）午後 ６時００分 開会 

              午後 ７時３４分 閉会 

開催場所 川内庁舎 多目的ホール 

出席議員等 ・代表者 佐々木 肇 

・司会者 佐賀 英生 

・報告者 石田 勝弘 

・記録者 工藤 祥子、白井 二郎 

 

・事務局職員 葛西 信弘 

参加人数   ２ 名 

報告内容 ・第２２９回定例会議案 

・平成２７年度決算 

報告に対する 

質疑・意見等 

・ごみ袋の価格改定の議案に対し反対者がいるが、どんな理由で反対し

たのか。 

・ごみ袋について、高齢者の場合は大きい袋だと容量を余すので、小さ

い方の袋で何度も出すことになる。また、値段を上げると不法投棄が

心配であり、財政上の都合で価格を上げざるを得ないのだろうが、反

対だ。 

・ごみについての問題（財政面・焼却炉）は今に始まったことではなく、

また国内に様々な事例がある。もっと早めに研究して、早くに手を打

っていくべきだと思う。 

・日曜議会の開催は市役所側からの提案なのか。費用増になっていない

か。 

・日曜議会の午後の傍聴者が少なかった理由は何か。 

意見交換内容 

〈主な意見・ 

   要望等〉 

・街灯がほとんどＬＥＤに替わったが、まだ大きいものが残っている。

これは替えられないものなのか。 

・街灯の電気代はどこが負担しているのか。 

・財政について、基金残高が低水準だが、基金繰り入れによって無理に

黒字化しているのではないか。 

・除雪の予算は毎年同額なのか。 

・農業振興について、ブドウ・イチゴ・キウイなどの苗作りを提案した

い。また、植林のイベントを積極的に開催し、来場した子どもに苗を

プレゼントしてはどうか。 

・採れた果物は地元のヨーグルトを使ってスイーツとして提供するのは



どうか。スイーツのアイデアについては、地元の高校生に考えてもら

うのも効果的だと思う。 

・果物の収穫体験が地元でできれば、インバウンド対策として成り立つ

と思う。 

・ベトナムで日本食のレストランをやっているのだが、東京の亀有など

でやっているような地場産品のＰＲイベントをベトナムでやる気はな

いか。 

・ベトナムは健康志向が高く、特に黒ニンニクを青森から持ち込むと喜

ばれるので、川内でも取り組むのはどうか。 
・下北ジオパークが認定されたが、外部の人に聞かれても答えられない

といけないので、一般の人でもわかりやすい冊子がほしい。 

・以前ジオパークに関する冊子を見たらホタテとナマコについて書かれ

ていなかったので、記載するようにしてほしい。 
・この意見交換会の参加者が少なく活かされていないと感じるので残念。

 次の機会には参加者を増やすいいアイデアが必要だと思う。 
記録者所見  ２人だけの参加でしたが、多様な提案、意見が出されました。ごみ問

題についての参加者からの質問に対し、改正に賛成、反対とそれぞれの

立場で回答することができたのはよかったのですが、この改正について

は、議会で決まる前に市民の方から多くの意見を聞く場が必要だったと

思うので、今後の課題だと感じています。 

 様々な市民の意見を聞いて、それぞれの議員が今後どのように取り組

み、活かしていけるのか、これからも考えていきたいと思います。 

 

                 記録者氏名 工藤 祥子   

 

 

 

 むつ市議会議長 様 

 

  むつ市議会議会報告会及び意見交換会の実施に関する規程第１０条第１項により提出

します。 

 

                      平成２８年１１月１８日 

 

                      代表者   佐々木   肇   ○印 


